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論 文内容の要旨

n.ll.鴫時の顎運動バターンは食品の硬さ， 5車力性，大きさなど種々の性状によって変化する。この事実

は口顎領域からの感覚情報が岨鴫時の顎連動の調節に役立っていることを示している。しかし，口顎領

域からの感覚情報がどのように顎運動パターンを調節しているのか，またこの調節にどのような感覚受

容器が関与するのか，そして中枢神経系のいかなる部位で調節されているのかなどについてはなお十分

に解明されていない。そこで本研究ではこれらの点を明らかにする目的で，ウサギを用い!日且明時ある

いは大脳皮質刺激時に誘発されるリズミカノレな顎運動および日且鴨筋筋電図を記録し，以下の3つの実験

をl'yった。

茎墜L 岨噌時の顎運動調節に口顎領域の感覚がどのように役立っているかを知るため，三文神経知覚

分校切断による影響を慢性実験により調べた。urethaneとαーchloraloseにより麻酔を行ない，筋電

図を記録するために一対のテフ ロンコーテイングステンレス線(直径200μm)を左右両側の校筋お

よび顎二腹筋に埋め込んだ。なお，下顎連動の記録にはlaserposition detectorを用いた。試料には

硬い食物としてウサギ周囲型飼料(オリエンタル醇母;RC-4)を，また軟らかい食物としてほほ

同じ大きさに潟獲したニンジンを用意L，いずれも一定量を術者が動物の口腔内に姉入した。三文神

経知覚分枝の切噺は，以下のような組合せで両側性に行なった。

I群 上顎神経および下歯槽神経切断。

E群眼寓下神経およびオトガイ神経切断。

E群神経切断以外はI群と同様の手術を施したもの。

室監2. 哩昭時の顎運動調節に対する上位脳の関与を知るため，視床破壊あるいは大脳皮質唱鴨野除去
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による影響を慢性実験で調べた。顎運動の記録は実験 1と同様に行った。視床破壊は， lesion genera-

tor CRadionics ; R F G -4 )を用いて熱凝固により行い，大脳皮質阻瞬野除去は，吸引除去にて行っ

fこO

実験3. 阻瞬時の顎運動調節に歯根膜感覚が役立つか否かを知る目的で，急性実験を行った。浅麻酔下

の動物の大脳刺激によりリズミカルな顎運動が誘発されている時に，上下臼歯聞に厚さ1.5，2.5ある

いは3.5mmのいずれかのポリウレタン・シートを挿入した。シート挿入の前後，また上顎神経および

下歯槽神経に局所麻酔を行なう前後で顎運動および阻噴筋活動の変化を分析・比較した。

以上3つの実a験において顎運動および筋電図はデータレコーダーに記録し，コンピューターを用いて

データ処理を行った。なお実験終了後，神経切断部位，視床破壊部位あるいは大脳皮質除去部位を組織

学的に確認した。

実験1. 口腔感覚および顔面皮膚感覚を遮断した I群では神経切断後，岨鴫回数の有意の増加，最大開

口度および側方運動量の有意の減少が認められ，また閉口時にも下顎は岐合位に達せず，複雑な運動

軌跡を描いた。さらに攻筋および顎二腹筋活動量も減少した。これに対して顔面皮膚感覚のみを遮断

したE群とみかけの手術を行ったE群では，上記のいずれの分析項目についても，術後は術前に比し

て著しい変化が認められなかったO

実験2. 視床破壊群および大脳皮質岨駒野除去群の動物は，多くの場合自発的に食物を摂取することは

できなかった。しかし術者が試料を口腔内に挿入した場合往々にして阻鴫運動が誘発された。阻暢は

しばしば中断したが，阻鴫中の顎運動パタ}ンには，両群とも術前に比して著しい変化が認められな

かった。

実験3. 大脳皮質の電気刺激により誘発されるリズミカルな顎運動中に，ポリウレタン・シートを上下

臼歯聞に挿入すると，側方運動量および岐筋活動量の増大，校筋放電持続時間の延長が認められた。

また上顎神経・下歯槽神経を同時に麻酔すると，上記の校筋活動量の増加の程度が減少した。

以上の実験から以下の結論が得られた。

1. 食物の性状に応じた顎運動パターンの決定および阻噂筋活動の調節には，口腔感覚が重要な役割を

果しているO また歯根膜からの求心性情報は，その情報量の増大に伴って岐筋活動量が増大するポジ

ティブ・フィードパック機構を形成していると考えられるO

2. 視床および大脳皮質阻鴎野などの上位中枢は顎運動パターンの決定に必ずしも重要な役割を果して

おらず，このようなパターンの決定は中脳・延髄などの下位脳幹部のパターンジェネレーターで行な

われている可能性が高い。

論文の審査結果の要旨

本研究は三文神経を介する口腔内・外の感覚が阻瞬時の顎運動調節にどのように関与するかをウサギ

を用い慢性および急性実験により検討したものである。
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その結果，阻瞬時の顎運動パターンの決定および阻鴫筋活動量の調節には，口腔内感覚が重要な役割

を果しており，特に歯根膜および周辺歯肉からの求心性情報は，岐筋活動量に対してポジティブフィー

ドパック機構を形成していることが明らかにされた。これに対して視床，大脳皮質岨鶴野などの上位中

枢は顎運動パターンの形成に関して必須ではないことが示唆された。

本研究は，口腔感覚の顎運動調節に対する役割および顎運動調節に関与する中枢神経部位に関して新

しい知見をもたらしたものであり，顎運動のメカニズムを解明する上で極めて有益な示唆を与えるもの

である O よって本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があると認める。




